








































（4）  たとえば，Simons［2000］pp. 17-18
（5）  槇谷［2008］1頁
















































































































































（33）  業界内における業者間の敵対関係（rivalry among existing firms），新規参入業者の脅威（threat of new 
entrants），代替品の脅威（threat of substitute products or services），買い手の交渉力（bargaining power of 
buyers），供給業者の交渉力（bargaining power of suppliers）
（34）  「集中戦略」には，「コスト集中戦略」と「差別化集中戦略」がある。


































（36）  Kim & Mauborgne［2005］37-39頁
（37）  De Kluyver, C. A., & Pearce, J. A. ［2003］17頁
（38）  佐久間［2005］は，「実績累積損失」と表現している（23頁）。
























（43）  当時の行動指針は，「私たちはお客様第一を原点に 1 正しい企業活動を通じ社会に貢献します。 2 社会的責


















































































































































次に，Bass & Avolio ［1995］によって開発されたMultifactor Leadership Questionnaire









（54）  変革型リーダーシップ（TL）を測定する尺度の Multifactor Leadership Questionnaire（MLQ 5-X Short 
Form）は，「カリスマ （attributed charisma ） 」，「理想的影響行動 （idealized influence） 」，「鼓舞する動


















influence） 」と「鼓舞する動機付け （inspiration motivation） 」は，企業成長力との相関関係において有意の値
が示された（理想的影響行動の度合いは企業成長力に直接的な影響を及ぼす）。
（55）  経済界オンライン
図表 7　 経営理念検討プロセス・リーダーシップ状態・欲求 5 段階説・理想追求
システム（WOWOW社）
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〔抄　録〕
本稿では，佐竹［2016a, 2016b］が主張した「計画→理念」型の検討プロセスの精緻化を
図るため，企業再生時における経営者のリーダーシップ開発の観点から，利益計画から戦
略を検討し，戦略から経営理念を検討する「計画→戦略→理念」型の検討プロセスの有効
性について，モチベ―ション理論や変革型リーダーシップ理論などを活用し，WOWOW
社の事例研究から探った。
その結果，利益計画策定後に，戦略を検討し，そこから経営理念を明確にする「計画→戦
略→理念」型の検討プロセスは，経営者のホンネが経営理念に反映されやすく，利益と直
結する，借り物ではない本物の経営理念を早期に形成するひとつの有力な方法として，有
効かつ有用であることが示された。
つまり，①「現状分析と問題特定」→②「目標設定と利益計画の策定」→③「戦略の検討」
→④「会社の存在意義や目的，顧客や社員などに対する経営者の信条・思想・哲学・原理
原則・使命感・価値観・倫理・決意・覚悟の検討」→⑤「経営理念の明文化と表明」という「計
画→戦略→理念」型の検討プロセスは，本物の経営理念が早期に導かれ，企業再生時に求
められるリーダーシップ開発に繋がるといえる。
